



国連カンボジア暫定統治機構（United Nations Transitional Authority in Cambodia: UNTAC）による
統治を経て 1993年に新政府が発足して以降，カンボジアでは，国際機関，二国間援助機関，NGO等
の積極的な介入のもとで教育開発が推し進められている。開発途上国における教育開発の世界的潮流

































Sihanouk）（在位 1941～ 1955年，1993～ 2004年）は，自ら国政指導を行うため 1955年 4月に王位













ト教員養成センター（centre de formation Kampong Kantuot）及びトンレ・バティ教員養成センター
（centre de formation Tonlé Bati）の設置が行われた。また，それまで唯一の教員養成機関であった師





























1945年に 3万 2,000人だった初等教育就学者数は 1957年には約 10倍の 30万 5,000人にも上って



























メール大学（université royale de khmer）（32）が設立されていたが，1965年に王立技術大学（université 
royale de technologie），王立芸術大学（université royale des beaux-arts），コンポンチャム王立大学





























されたが，それ以降も，第 4学年から第 6学年にかけて，30時間／週のうち 6～ 7時間／週はフラ
ンス語の授業に割り当てられていた（39）。教育の「クメール化」推進の中，1967年 8月発行の『クメー




































王国民族連合政府（Government of National Unity of Kingdom of Cambodia）を樹立し，反ロン・ノル
政権及び反米を掲げ，共産勢力クメール・ルージュ（Khmer Rouge）と手を組んでカンプチア民族統











































また，同年 9月に策定された『社会主義国家建設のための 4ヵ年計画』（The Party’s Four-Year Plan 























を握っていた 3年 8ヵ月の間に，教員の 75％，大学生の 96％，初等教育及び中等教育を受けていた
子どもたちの 67％以上が飢餓，病気，過労，そして処刑で亡くなったと報告されている（61）。当時亡
くなった人々の数は 100万人とも 300万人とも言われており（62），政権終了時，生き残った初等教員
は約 8分の 1の 2,800人，前期中等教員は約 10分の 1の 207人のみであった（63）。国土は疲弊し人材
も枯渇し，ポル・ポト政権発足以前の教育開発の努力は無に帰した。
1979年 1月，クメール・ルージュの（元）将校でベトナムに亡命していたヘン・サムリン（Heng, 
Samrin）率いるカンプチア救国民族統一戦線（United Front for the National Salvation of Kampuchea: 
UFNS）を支援したベトナム軍の侵攻により，ポル・ポト政権はプノンペンから放逐された。カンボ
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